
1. はじめに
この対談シリーズの第 5弾となる本稿では，
本学教養教育部からアメリカ合衆国出身の二人
を迎え，アメリカと日本の大学教育，特にリベ
ラルアーツの制度や教育方法，また，本学で言
語を教えられているという立場から語学教育の
あり方や言葉の教育の機会などに関する論議を
通して，教養教育の方向性や特徴について議論
することとなった。一人目は，英語や英米文学
を長年にわたって担当され，泉鏡花の作品の英
語訳研究で知られているRick Broadaway（リッ
ク・ブローダウェイ）教授である。二人目は，
日本とアメリカとの間を何度も往き来され，日
本の大学の学生として，また日本の初等中等教
育のチューターとしての経験もある英語教育の
専門家，実践家であるMarshall Klassen（マー
シャル・クラッスン）講師である。どちらも英
語の語学教育を中心に本学では担当され，ICT
を用いた効果的な英語教育も積極的に実践され
ている。本稿では，対談の最初にゲストとして
招いた目的と議論のトピックとなる 3つにつ
いて紹介される場面から始める。

小西（こ）　今日の対談のテーマは， 3つほど
設定しようと思っています。そこにスケッチ
ブックがあるので書いておきましょうか。
一つ目は，methodologyあるいは toolsの問

題ですね。教育における方法論です。例え
ば，ICTの導入であるとか，本学のLMS以
外にも効果的な方法にはどのようなのがあっ
たとか，どのような経験をこれまでにされて
きたかとか，ですね。
二つ目は，すごく大きくなりますが，

languageですね。例えば，先生方がネイティ
ブスピーカーとして英語を日本人に教えると
か，先生方が日本語でお仕事をされるとか，
あるいは別の言葉，例えば僕の場合だと中国
語に一番親しんでいるわけですが，先生方が
日本語や英語以外の言語をふくめて，多様な
言葉で学生たちとコミュニケーションされる
ときにどのようなことを考えられるかなどで
す。なぜこのテーマかというと，この対談シ
リーズでは，学生にどのように言葉を使って
もらえるのかということについて議論を重ね
てきたからです。第 2回目の対談では川村
先生に日本人の英語教育学者として話してい
ただいたし（1），第 3回目の対談では中村先生
に国文学の立場から日本語について（2） 話し
ていただきましたが，先生方お二人には英語
を日本人に教える立場として教育における言
葉の使い方ということについてお話しいただ
きたいと思います。
三つ目は，いわゆるリベラルアーツと教養
教育ということについて。よくあるテーマか

† ysasaki@seiryo-u.ac.jp (Liberal Arts and Sciences, Kanazawa Seiryo University)
‡ konishik@seiryo-u.ac.jp （Liberal Arts and Sciences, Kanazawa Seiryo University）
§ broadaway@seiryo-u.ac.jp （Liberal Arts and Sciences, Kanazawa Seiryo University）
†† mklassen@seiryo-u.ac.jp （Liberal Arts and Sciences, Kanazawa Seiryo University）

《シリーズ対談：教養教育とその周辺》

総合性指向で「教養力」を培う
─ ローカル最適化からの解放に向けて ─

佐々木康成†，小西　賢吾‡，ブローダウェイ　リック§，クラッスン　マーシャル††

金沢星稜大学人文学研究，第 3 巻第 2 号，pp.63-88，2019年

－ 63 －



もしれませんが，アメリカ式のリベラルアー
ツというのと日本の教養教育というのとは似
ているように見えて違うところがあると思い
ます。先生方がこれまで経験されてきたこと
と，日本の高等教育の中での教養とはどのよ
うに違うのか。違いがあったとして，それを
変えていくほうがよいのか，それともこのま
までいいのか，あるいは日本的なやり方があ
るのかということについて考えていきたいと
思います。

2. リベラルアーツと教養教育
2.1. アメリカのリベラルアーツ
佐々木（さ）　順番としては三つ目からいくのが
いいかなと思い始めてますが，まずは，お二
人の学生時代からも含めてアメリカで経験さ
れてきたリベラルアーツがどのようなもので
あったかとか，どのように教えられてきたか
というところから始めましょうか。

クラッスン（ク）　科目についてですか，それと
も教え方についてですか?

さ）　両方ですね。
ブローダウェイ（ブ）　科目だと，必修で歴史と
か文学とか政治はありました。選択だと哲学
とか音楽とか美術とかがありました。でも，
結構幅広い分野が必修として設定されてまし
た。一年生のときにありました。その他に英
語も国語としてありました。Writingの授業
ですね。

ク）　それは教養だけでなく，ビジネスでも経
済でも学生たちはみんなありました。

ブ）　数学もどの専門でも必修としてありまし
たね。

さ）　さっき歴史が必修っておっしゃってまし
たね。

ブ）　うん，リベラルアーツでは必修でした。
ク）　そうですね。選択必修になってるところ
もあります。歴史と文学と英語といった感じ
ですかね。

ブ）　クラッスン先生の方が若いから私のとき
とは変わってるかもしれませんね。

ク）　でも，もう20年くらい前ですね。まぁ，
もうちょっとオプションはあるはずです。私
の場合は日本語学の専攻だったので，日本の
歴史とか日本の文学なども選択しなければな
らなかったのですが，科学系のものも必要で
したね。例えば，地学のようなのとかね。

さ）　リベラルアーツの単位はどのくらいある
んですか?

ブ）　向こうでは週に 2回，または 3回の授
業があるので，単位を数えるのは難しいで
すね。

さ）　日本の場合だと，例えば，本学では124
単位の卒業要件のうち，経済学部だと52単
位以上，人間科学部だと18単位以上，人文
学部だと42単位以上のようになってますね。
おおむね，卒業要件の八分の一から五分の二
くらいでしょうかね。ただ，人間科学部と人
文学部は，語学やキャリアや基礎ゼミなどの
必修科目を除いた一般教養系の科目だけでみ
ると，それぞれたかだか 6単位と 8単位と
なっていて，他は全部専門科目だけで卒業と
することもできますね。

ブ）　うーん，おぼえてないですね。ちょうど
娘が 2年のリベラルアーツの学位を取った
ばかりなんですが ...。

ク）　Bachelor of artsとbachelor of scienceとに
わけてるんですけど，bachelor of artsなら90 
creditsが liberal arts and science，bachelor of 
scienceだと60 creditsが必要ですね。bachelor 
of artsのほうが liberal artsが重たいですね。
これはニューヨークの場合ですが，各州に
よって違うことにはなります。それにさらに
いくつかのコースを選ぶ必要があるというこ
とになります。

さ）　かなり多様に学ぶということですね。
ク）　そうですね。
さ）　日本の場合，卒業単位は大学毎に見ても
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ほぼ同じだし，教養系の科目も，例えば金沢
大学の場合，どの学類でも30 - 48単位くらい
とか，まぁ，おおむねそのくらいですね。

ブ）　アメリカの場合，統一するっていうのが
ないから，州によって違うということはあり
ますね。

ク）　日本の場合，英語の科目は絶対合格しな
いといけないですよね，グローバル化のせい
で（笑）。

全）　せいでねっ（笑）。
ク）　絶対とらなくちゃなんないっていうのは
ないんだと思います。たしかに，writingの
何かをとらなくちゃなんない，歴史か文学
の何かを一つとらなくちゃなんないですけ
ど，それは自分の専攻について，例えば，私
の場合は日本語専攻だったので，ヨーロッパ
文学とかを受ければ，それはEnglishの単位
になるんです。例えば，古事記を読むような
授業をとれば，日本語の単位にも英語の単位
にもなりますね。その点では日本語の文学を
とった方がいいということになりますよね。
Writingの単位にもなったので，一石三鳥と
いうことになります（笑）。

さ）　はぁーん，一石三鳥ということもありな
のか ...!!（笑）

ブ）　娘がとった 2年間での単位は，全部で60
単位のうち，英語は 6単位，学修方法に関
するコースが 3単位，リベラルアーツに関
する幅広い視野での科目が 3単位，選択必
修として数学が 3単位，humanitiesが 6単位，
社会学 6単位，科学 6単位，歴史 6単位，
人文科学的なのが 3単位，public speakingが
3単位，ここまでの45単位がリベラルアー
ツで，あとの15単位が自由選択というふう
になってますね。

さ）　その 3単位というのはどのくらい勉強す
るんですか?

ブ）　週に 3時間です。月水金なら 1時間の授
業で 3コマ，火木なら1.5時間で 2コマとい

うパタンです。
さ）　あ，そういうことか。
ク）　うん，そう，いずれにしても週 3時間で
すね。

さ）　わかりやすいですね。一週間のなかの 1
時間が 1単位ですね。だから， 1週間でど
ちらのパタンでも 3単位ということか。で，
それが何週?

ブ）　15週です。
ク）　だからぁ，授業の時間としては日本の 2
倍くらいですね。

さ）　んじゃそれはセメスタ制?
ク）　そうですね。
さ）　ちなみにクォータ制をとってる大学って
どのくらいですか?

ブ）　あるでしょうけどね。
ク）　むしろ trimesterをとってるところがあり
ますね。ハーバード大学とかイェール大学と
かですね。クォータ制は珍しいくらいです。
パデュー大学は 3学期制ですが，春と秋が
主だったので，夏にも注目して科目を開講し
てほしかったですね。

ブ）　 3学期制もそんなに多くはないですね。
セメスタが一番多い感じです。

さ）　向こうのセメスタっていつからいつでし
たっけ?

ク）　 1月から 5月と， 9月から12月かな。で
も，必ずクリスマスの前に試験を行います。
約三ヶ月半くらいです。

さ）　で，15週か。なるほど。じゃぁ，週 3時
間×15週=45時間で 3単位か。

ク）　まぁ，クォータはセメスタの中間試験と
思えば，教え方は変わらないですね。

こ）　日本でクォータ制っていうのは， 4月始
まりの年度に 6月とか11月のような中間期
に始まりの区切りもつけたいっていうだけだ
と思うんですけど ...。

さ）　ボクの大学の頃は通年科目は夏休み明け
に前期の期末試験でしたね。中間試験みたい
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なもんだったんですかね。
ブ）　金沢学院大学も昔はそうでしたね。ア
メリカの制度で好きなところは，コース番
号が100から始まるんだけど， 3桁目は学
年で100なら 1年生，200なら 2年生，大学
院になれば500とか600とかです。一桁目は
クォータ番号で 1学期， 2学期， 3学期，
4学期だとそれぞれ101，102，103，104と
なります。アメリカの場合はどの大学でもそ
のようなところは一致してます。

さ）　最近はナンバリングとかカリキュラム
マップとか大学や学部毎につくるように言わ
れてますから，同じようになっていくと思い
ます。ただし，本学の教養教育科目の場合
は，各学年での配当ではなく， 1年から 4年
までいつでも受けられることになっていて，
いわゆるくさび形で専門教育と教養教育とが
設計されているということです（図 1）。も
ちろん， 1年次にとったほうがイイよってい
うような教養教育科目もあるけれど， 3年生
や 4年生でも学部の授業や卒業研究ととも
にとってほしいようにも思っています。本学
ではそのように設計されているので，学年を
問わず教養教育科目は取っていってほしいな
と思ってます。だからナンバリングはしにく
いわけで，本学の教養教育科目では 3桁目
は「 9」というのを提案しています。基礎，

応用，発展というような科目の体系ではなく
て，教養の科目はどのレベルで受けても，そ
の科目の内容を理解できるようにしてあると
いうことです。

ブ）　履修要件とか履修条件というような，あ
る科目を取るためには事前に特定の科目を履
修していなければならないというようなのも
あっていいと思いますね。

こ）　聞いていて思ったんですが，日本の大学
の場合，特に本学の場合で言うと，学生たち
は教養教育については，好きな科目をとって
るんですよね。例えば，文学をとりたければ
それをとる。さっきおっしゃっていたような
いくつかの中からとりなさいということでは
なくて，自分のとりたい科目を取れるという
ことです。僕が大学の頃の教養教育も基本的
に同じで，大まかなカテゴリ区分はあったも
のの，何か決まったコースとか履修要件をク
リアしていくのではなくって，シラバスをみ
てとりたい科目を取る，という感じでした。
その一方で，リベラルアーツなのだから特定
の科目や領域を大学が指示してくる場合もあ
るということですね。実はそっちの方が効果
的なのかもしれないけれども，どうでしょう
か，どっちがイイ方法なんでしょうか?

2.2 教養教育と外国語
ブ）　もっと深い知識を身につけるためには，
メニューから好きなものを食べるのではなく
て，例えば，外国語の場合は数年間続けて勉
強しないとなかなか話せるところまではなら
ないんですね。私も大学ではフランス語を勉
強したんですが，やっぱりちゃんとしたレベ
ルがあって，つまり， 1年次， 2年次， 3年
次というふうにそれぞれちゃんとしたプログ
ラムがあって，それを通ってくることによっ
て話せるようになったんですよね。まぁ，ふ
つうは，大学で習って外国語を話せるように
はならないんですよね。それに関してちゃん
とプログラムをつくる大学は少ないんですよ

図 1　 本学における教養教育と専門教育のくさび
形教育
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ね，バラバラすぎだというか。ほとんど実際
に話せるようにはならないですよね。

こ）　いまのは重要な指摘で，ふつう大学の授
業だけで外国語を完璧に使いこなせるように
は，ならない，ですね。実は僕も中国語は大
学で履修したわけではないんです。個人的に
先生を見つけて，という感じです。あとは向
こうに長く滞在したり，国際結婚したり ...。
で，なんとか身につけてきた。大学のとき
は英語とドイツ語の科目をとってましたが，
ドイツ語の方はほとんどわからなくって，
ちょっと読めるけどあとは挨拶くらいしかで
きない。まぁ，それは別の論点でもあるけれ
ど ...。勉強の密度の問題ですかね。

さ）　クラッスン先生は日本語をどうやって勉
強したんでしたっけ?

ク）　たしかに，大学でたくさんの授業を受け
ましたが，それでも，水の泡 ...（笑）。

全）　（笑）
ク）　フランス語を勉強したほうがイイかな
（笑）。

さ）　どのくらい勉強の時間はあったんですか?
ク）　まぁ，留学もしたので， 2年生までちゃ
んと授業があって，でも留学したので， 2年
生は勉強しなかった。で，卒業してまた日本
に来て，福井県で仕事をして，ずっと自習を
してましたね。でも，あまり話すことは上手
じゃないんですけど，学生の頃は，書くのと
読むのとは上手でした。今はぁ，なんも上手
じゃない ...。

全）　（笑）
ク）　ほとんど話す必要が無くなったので，英
語しか話さないようになってます。むなし
い，ですね。

さ）　謙遜が多すぎますよー（笑）。
ブ）　大学生にとっては，上手になりたいため
の道があればイイと思いますね。例えば，こ
こでフランス語を話せるようになりたいな
ら，そういうようなもっと上位のコースも

あった方がいいですね。
さ）　日本の場合は，第二外国語というのは，
言語の習得というよりもむしろその言語の背
景にある文化であるとかその国の歴史である
とかあるいはその国の文学であるとか，そう
いったものを通じて，あるいはそれらに親し
むというような感じですね，本来はね ...。

ブ）　私もフランス語の場合，1年生と 2年生で
は，文化を勉強しながら言語を学ぶという感
じでした。いわば，学問への導入とか紹介と
かでしたが， 3年生からスキルを上達させる
ために発音の練習とか作文とかがありました。

さ）　だから，日本の場合は，先生たちがおっ
しゃったような 1年生での勉強のようなの
で終わりということで，それより上のコース
は実際には無いということです。チャンスも
ほとんど無いでしょうね。

こ）　大きな大学では英語以外の語学のインテ
ンシブコース，本気でやりたい人は受け入れ
ます，というようなコースが設定されている
ところもありますが，あれは組織が大きいか
らこそできることでもありますね。

2.3. Independent Studyをつくる
ク）　人文学部のある先生とお話ししたときに
も independent studyのコースが作れないとい
うのは問題になるんじゃないかとおっしゃっ
てました。特定の分野に関する，例えば，そ
の先生の場合だと特定の地域の歴史に関す
るような一人か二人のコースを作りたくても
できないということだったので，そのような
コースが作れたらいいなと思います。卒業論
文についてだと特にですね。学生が専門的な
ことを勉強したいというときに，その分野の
先生が読み書きを教えるというような割り当
てを作れるチャンスがあるといいと思います。

ブ）　担当の先生と学生とでそのコースの内容
を考えて設計するようなことですね。

ク）　Custom fitですね。
こ）　大学によっては，「特殊講義」という名前
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のカテゴリの授業がありますね。シラバスな
んかも割とアバウトに作ってあって，例えば
言語学特殊講義というような名前で，そこに
来る学生たちというのは，その分野の専門的
なことをやるわけだし，今年はこれこれをや
りましょうというようなことを初回の講義で
話し合うとか，ですね。本学の教養教育科目
だと「課題演習」とか「複合領域科目」とか
ですかね。で，ふつうのレクチャーでもセミ
ナーでもないような自由に設定したコースを
できるという。

さ）　でも，クラッスン先生がおっしゃったの
は，一人とか二人とかの受講生のイメージで
しょう?一対一とかね。

ク）　私も 4年生のときに日本文学のコースを
先生と学生二人とでやりました。

ブ）　たしか，私のいた大学では， 1年生のと
きでも，田舎にあった大学だったのでフラン
ス語のコースは無かったんですよ。テキサス
州だったからスペイン語が優先されていて
ね。でも，スペイン語には興味が無かったん
ですね。私としてはもうフランス語じゃない
とダメってなってましたから，大学の学長に
まで言って，開講してくれないかということ
で，スペイン語の先生が independent studyで
フランス語を私に教えてくれたんです。私は
スペイン語の科目をとって，授業では私は廊
下に座ってて，フランス語の教科書を使って
たんですよ。先生が時々廊下に出て，とい
うふうにそこまでしてくれましたね。私のフ
ランス語はそこからがスタートだったんです
よ。要はモチベーションのある学生に対して
どのように対応していくかということですね。

こ）　その independent studyでも単位は出るん
ですか?

ブ）　はい，つきますね。もちろん，評価の仕
方とかも考えなくてはいけないですね。だか
ら，担当する先生はちょっとたいへんだけれ
ど，制度や先生の手当も含めて考える必要が

ありますけれどね。
さ）　日本の場合はそれはムリですね。例えば，
さっき出てたような特殊講義のようなところ
で行うということであれば可能だけれども，
そもそも一対一は無いし ...。

ク）　 5人以上履修者がいないと開講できない
とかいう制度になっている大学もあります
よね。

さ）　うん，そう，それもありますね。それに，
そもそも，名前の違う科目で内容の異なるこ
とができないようになってますからね ...。

ブ）　イリノイCollegeの場合は，担当の先生の
専門分野を自分で責任とって勉強させるとい
うことがありますね。だからそれはリベラル
アーツ的ですね。

さ）　そういうのがシステムとしてあるのはい
いですね。

こ）　やっぱり日本でいうところの特殊講義が
一番近いかな。特殊講義に10人も来るよう
なことはないですからね。しかもその担当の
先生の専門に一番近いことをやるという意味
でも当てはまるかなと思います。
むしろ，今の話を聴いていて思ったのは，
例えば，文学部の仏教学の特殊講義だった
ら，先生が研究している一番専門的なところ
に関心のある学生がやってきて，原典や最新
の論文を読んで，自分の論文などもそれに近
い内容について書くというような感じです
ね。そういう内容であれば今の日本の大学の
制度の中でも組立はできるかなと思います。

さ）　そうね，だから，すんごくintensiveだって
いうことをシラバスに書いておけば，そんな
何十人もやってくるというようなことはない
から，そういう科目の設定は実はあってもい
いのかもしれないですね。教養教育の方から
そういうのは提案していってもイイかもしれ
ないですね。もともとのこの大学のさっき小
西先生もおっしゃった「課題演習」とか「複
合領域科目」のようなのはほんとはもうちょっ
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と継続してもイイのかもしれないですね。
ただ，こういう話になるといつも問題とな
るのは，学生対教員の比率，つまりST比で
すね。日本の場合はその比率がとても大きい
わけです。

ブ）　小さな collegeの場合は特別なんですが，
でっかい州立大学とかでは，300人規模の授
業なんかもあるところはあります。

ク）　Lectureの場合ですね。言語系は20人くら
いがふつうですけれどね。

さ）　うん，だから，でかい授業もあるという
ことですね。ただ，日本の場合，おそらく小
さな大学のほうが大きな大学よりもこういっ
た問題は抱えていると思いますね。経済学部
なんかでもゼミの先生たちはたいへんだなと
いうのはよく理解できますよね。逆に言え
ば，この規模の私立大学であれほどの少人数
でやれてる学部が二つもあるというのは，い
ろんな意味ですごいことだと思います。国立
大学でもこれほどの少人数教育は少ないん
じゃないかと思うし，経済学部でさえ分野で
いえば国立大並みと言えなくもないです。大
きな私立の総合大学だと法経商それぞれで一
学年900人程度の定員のところもあるし，そ
の専任教員はと言えば，たかだか60人足ら
ずですから，本学の経済学部の比ではないわ
けです。留学だって全員行かせられてるわけ
ですから，すごいなと，逆にボクなんかは思
いますよ。一学年60人ほぼ全員が IELTS 5.5
まではクリアできるところまで持っていくわ
けですからね。まぁ，いずれにしても，人数
の問題というのは日本の大学では避けられな
い問題として存在するということがあげられ
ますね。

ブ）　だから，ディスカッション中心の授業と
いうのもできないですよね。

さ）　おそらく，ココまでのお話というのは，
本学でいえば「専門ゼミナール」ということ
になるんじゃないかと思います。そのなかで

教員がうまくやりくりする，というのが現状
では最適解ではないでしょうか。

2.4. 総合的な見方と教養
ブ）　アメリカの場合はいろんな大学が増えて
るから，例えば，オンラインでの教育の大学
もあるし，大人たちも行ってる大学もある
し，いろんなパタンの大学がありますね。授
業で隣に80歳の人が座ってる可能性だって
高いですよ。

こ）　日本の場合だと大学は人生のなかの一つ
のステージという感じで，卒業するというの
は通過儀礼のようなもので，それ以上の意味
はあまり与えられない感じがします。

ブ）　だから合格しやすいわけですね，次のス
テージに進むためにもね。

こ）　だから日本の大学で求められるのは，就
職のためのスキルであるとか，それこそ
TOEICの点数を取ることにどうしてもなっ
てしまう場合がある。なにか自分の履歴書に
書けるようなスキルを得て卒業してください
というような教育方針にどうしてもなってし
まうのかもしれません。

ブ）　ディベートなどの就職に必要なスキルや
教養のある人となるためのハードスキルとソ
フトスキル（3）ですね。

ク）　ビジネスでは訓練したくないし，そうい
うスキルは collegeに任せてるというような
問題も実はあります。Companies donʼt want 
to spend time educating students!!

さ）　ということは，その傾向は日本もアメリ
カも同じということか ...。経済活動への参加
を基本とする，というようなことか ...。もっ
と文化活動とか社会活動とか世界の人間の活
動っていうのはもっといろいろあっていいと
思うんだけど，経済活動というところのボ
リュームがものすごく大きいわけですね。

ブ）　労働者を育てるということかな。
こ）　労働者というか「優秀な」ビジネスマン
を育てるにはどうすればイイかというような
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ことでしょうかね。
全）　（笑）
ブ）　よく国際化とかグローバル化というよう
なことを言うんですが，最近の政治的な動き
は，国家中心主義というか antiglobalという
か，その流れはしばらくあって，また戻って
くるというようなこともある。私たちはでき
ればもうちょっとグローバル的な考え方もサ
ポートしていきたいと思います。

さ）　それと，長い時間のスパンをわれわれも
もつということですね。まぁ，波とか揺れと
いうも，大きく見ると波じゃないということ
を認識しながらね。

全）　そう，そう。
さ）　波ではなく，そういうような大きな太い
線であるというね。こういう感じやね（図
2）。細かな波の集まりが大きな目で見てみ
るとただのうねりのようなのを構成している
だけということもあるし，むしろそのうねり
のほうを見ることのほうが重要であるかもし
れない。要するに，波と見えるのはただの小
さなフェイズであって，そのフェイズをいち
いち追いかけていくのは頭がイイとは言えな
いわけですよね。

ク）　成長の痛みというのも必要だし ...。
さ）　そういうのも含めてbufferingしながらみ
んなへの教育に携わりたいというふうに大学
の先生たちは思っているはずなんだろうけれ
ども，でも，これってあれですかね，われわ
れは教養教育部というような名前のところに
所属しているから，しかもこの 4人とも教
育という観点でかなり馴染みがあるというか
親和性が高いでしょ。ところが ...，ねぇ...。

　─中略─
さ）　やっぱり，その，人間とか文化とかって
いうのがメインじゃなくってねっていう人た
ちは確かにいますよ。

ブ）　ということは，さっきおっしゃった「複
合領域科目」のようなのを担当できる教員が
いるほうがイイということですね。イリノイ
collegeでも同じようなことがありました。大
学のphilosophyとしては，各学部間のことを
超えていきましょうというのがありました。
例えば，私の知っている化学の先生は，ご自
分の研究室に日本語での用語の表示や解説を
されたり，日本語を専攻している学生とお話
しされたりしていました。在外で金沢までき
て，しかも日本語や日本の文化は専門じゃな
いのに学ぼうとされていて，総合的な人間に
なりたいあるいは日本語を身につけたいとい
うことで，しかも大学もサポートしてくれて
たんですね。そういうようなこともこれから
は必要になってくるんじゃないですかね。

さ）　だから，一人の人の中でmultipleになる
というか ...。

ブ）　そういうような教員がいないとね。
ク）　Renaissance Man!?日本語だと万能人間 !?
さ）　日本だと総合的人間って言うことがある
かな。

こ）　ちなみに僕は総合人間学部の卒業なんで
すよ。

さ）　ちなみにボクは総合科学部の卒業なんで
すよ。

ブ）　私も同じようなのです。Central Texas  
Collegeでは，General Studiesという総合的な
プログラム，大学では，Faculty of Humanities

図 2　細かな波と波の集まりが大きなうねりとして見えることがある
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に あ る Distributed Studies （English. French,  
History）というmultidisciplinary，つまり複
合的なコースを選んだのです。

さ）　だから，学部で総合なんちゃらとか教養
なんちゃらのようなところを出てきておられ
る場合は，お話をするとほとんど違和感なく
お話しすることができます。総合情報学部と
いうところを卒業された本学のある非常勤講
師の先生ともよく研究室で二人FDをやりま
すが，最初っから話の論点や議論のかみ合い
方がとてもいいですね。

ブ）　そうそうそう。
さ）　ところが，それぞれの専門の学部を出て
おられると，やや話が，ね ...。

ブ）　（笑）それはたしかにそうですね。
さ）　そこがなんかちょっとこう，なんというか
本来のグローバルっていう意味はね，人間一
人ひとりがそれぞれで総合的になるとか，そ
れを教養という言葉で言い換えてもイイのか
もしれないけれども，まぁ，マルチな人とい
うのが少なからず必要というように思います。

ブ）　それは，大学の場合，どうしても業績と
いうことが必要で，そのためには，専門的な
ことが優先されていきますよね。でも，総合
的なことは業績になりにくいわけです。

さ）　うん，書きにくいですよね。だから，こ
の対談シリーズなんかも紀要に載せてます
が，紀要であるからこそ載せやすいというこ
ともありますよね。大学人としての自由な本
来の活動が表現できる場でもあるわけですよ

ね。この対談シリーズなんかもとても自由な
感じでやっているからいいなと思いますが，
ちょっと専門化が進みすぎている部分が分野
によってはあるような気がしてなりません。

こ）　うんうんうん。
さ）　だからもうちょっと総合的な人をつくる
というか，そういう人になっていってほしい
ということは，われわれは考えているところ
がかなりありますね。

3.大学のphilosophyと教養教育のあり方
3.1. コアカリキュラムの必要性
こ）　佐々木先生と前にお話ししたことでもあ
るんですが，さっきブローダウェイ先生のお
話に出た学部を超えた大学のphilosophyを学
生たちに伝えるような授業があっていいん
じゃないかっていうのがあります。ちょっと
調べてみたんですが，コロンビア大学ではコ
アカリキュラムというのがあって，すべての
学生がそれを受ける。要するに全学生にその
大学の教育の哲学を与えるという意味での共
通科目ですね。そういうのが最初に設置され
ているというのはすごくいいなと思います。
こんな感じのコアなのですね（表 1）。

ブ）　娘が取ったプログラムを見るとそのよう
なリベラルアーツのような広い目で見た基礎
的なのがありますね。中心的なのはディベー
トで，人間としての経験や人間についての
疑問に関してディベートとかやって，ある
community college（5）ではそのコミュニティの

表 1　コロンビア大学のコアカリキュラム構成（4）

コース名 内容
Literature Humanities ギリシア・ローマから近代までの西洋古典文学を読む
Contemporary Civilization 現代を生きる能動的で知識を持った市民に必要な，社会，政治，倫理，宗教に関

する文献を読む
University Writing 大学で必要なアカデミックリーディングとライティング
Art Humanities 各時代の西洋芸術（建築，彫刻，絵画など）を題材に芸術への学術的視点を養う。

学外実習あり
Music Humanities 各時代の西洋音楽の多様な形を理解する
Frontiers of Science 科学の最先端の知見を理解する
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メンバになるための人文的な目標が設定され
ていることがありますね。

さ）　これって 1科目?
ブ）　いっぱいありますね。
さ）　コアカリキュラム群ってこと?
ブ）　どんな専門の人たちでも必修ですね。ほ
んとに教養です。

さ）　金沢大学がGS科目（表 2）というのを
つくっているけれど，アレはおそらく今の話
を聞いていると，選択必修というか，コー
スの中からとるというようなのとたぶんお
んなしような考え方かもしれませんね。 5
つのStandard（基準）のなかに 6つずつ科目
があって，そのうちの 3科目以上をとれば，

そのStandardが身につくという設計になって
いるようです。 5つの基準を眺めてみると，
時間，空間，自己，そして考えることと表現
することということが入れられているように
見えます。これらの基準それぞれに科目が設
定されているので， 5基準× 6科目=30科目
用意されいているということになりますね。
それらで教養教育というか総合共通系の科目
ということになっています。お二人がおっ
しゃったようなアメリカでの教養教育，まぁ
リベラルアーツのコアカリキュラムようなの
と似た設計になっているように思います。

ク）　質問ですが，日本の大学の場合，数学の
科目は一つも取らなくても卒業できるんです

表 2　金沢大学のGS科目の構成（6）

基準（Standard） 科目

1.自己の立ち位置を知る 1.現代社会への歴史学的アプローチ
2.グローバル時代の政治経済学
3.グローバル時代の社会学
4.ケーススタディによる応用倫理学
5.地球生物圏と人間
6.物理の世界/化学の世界

2.自己を知り，自己を鍛える 1.哲学（自我論）
2.パーソナリティ心理学
3.グローバル時代の文学
4.健康科学
5.細胞・分子生物学
6.エクササイズ&スポーツ実技

3.考え・価値観を表現する 1.プレゼン・ディベート論（初学者ゼミⅡ）
2.クリティカル･シンキング
3.価値と情動の認知科学
4.論理学から見る世界/数学的発想法
5.芸術と自己表現
6.スポーツ科学

4.世界とつながる 1.金沢・能登と世界の地域文化
2.日本史・日本文化
3.異文化間コミュニケーション
4.異文化体験
5.国際社会とボランティア
6.グローバル社会と地域の課題

5.未来の課題に取り組む 1.科学技術と科学方法論
2.統計学から未来を見る
3.情報の科学
4.環境学とESD
5.生活と社会保障
6.人権・ジェンダー論
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よね。歴史も取らなくても卒業できるんです
よね。

こ）　日本の大半の大学はそうですね。
ク）　英語だけは必修だけれども，ということで
すね。そうか，やっぱり，コアカリキュラムっ
ていうのが，そのくらいになってるんですね。

さ）　うん，だから，ほんとは大学生なら受け
てるはずだろうっていう科目でさえ受けてな
い大学生はたくさんいることになります。本
学は文系の大学ということもあるけれど，自
然科学系の教養教育科目を取る学生は少なめ
だと思います。

ブ）　ということは，とりやすい科目を取って
いってるとも言えますね。

ク）　まぁ，でも，それは，本学のメリットに
もなるんではないかと思ってます。私が考
えたのは，アメリカのように 1年生はフル
コースを取るんですね，例えば，数学，歴
史，文学 ...，というように。それから 2年生
から専攻に注目して，でもESPのほうは 1
年から英語中心ですね。で，留学して帰って
きてからフルコースということになるんで
しょうかね。なんか順番が逆という感じがす
るのですが ...。ふつうは 3年生で留学します
が，ここでは 1年生で留学しますね。フル
コースを取ってないということは，全然知り
ませんでした。

こ）　そう，フルコースをどのタイミングで与
えるかは，カリキュラム編成の重要なところ
ですね。基本的に日本の大学の教養教育関連
科目は分野や領域ごとに設定されてはいるも
のの，各科目がバラバラに存在していると
言っていいですね。そこをもっとコアカリ
キュラムのようにして，例えば，人文科学と
か社会科学だったりというような広いくくり
での授業，あるいはそういった群をつくった
ほうが，フルコースはつくりやすいと言えま
すね。懐石料理とは違って，刺身なら刺身だ
け食べてれば合格できるとか，いやこれはこ

ういう定食なのだから味噌汁も小鉢も食べて
くださいよというように規定できるかどうか
ですね。

ク）　おなかすいたのでフルコースにしてくだ
さいとかね。

こ）　刺身しかつくれない先生も，その定食を
つくるために一緒に他の先生とつくりましょ
うということをやらないといけないかもしれ
ない。どっちがいいのかな。僕の感じだと，
簡単な定食でイイから，学部を越えた共通の
ものをどこかのタイミングで提供したほうが
いいかなぁ。なぜかというと，例えば，人文
学部の学生たちは留学先でディスカッション
についていけないということがあるようで，
それは英語の問題というよりもむしろ話され
ているトピックそのものが理解できないとい
う，そのための予備知識がないという問題が
すごく多く発生しているようです。それはみ
んなそれだけの内容を受ける時間が 1年次
になかったからであって，それをなんとか
フォローするということはできないかと思い
ます。それはもちろんそれぞれの先生たちが
voluntaryに努力することはできるけれども，
どこかのタイミングでそのようなパッケージ
が提供できればいいなと常々思ってます。

3.2. 共通語としての教養を育む ─ 教養のなか
で発見する機会をつくる ─ 

ブ）　なんかこう，人間としての共通の知識が
あるかどうか，あるいはあったほうがイイか
どうか，というようなことは疑問です。例え
ば，地理ですね。学生たちはみんな知らな
いっていうから文句言うんですが，人間とし
てどの国でも共通となる知識ですね，同じ地
球に住んでいるのだから，地理というのは大
切であるように思います。数学だってどの国
でも共通語になりますよね。そう，だから，
さっきの定食の中身を決めるのはチャレンジ
ですね。

さ）　でもね，例えば数学でいえば，高校まで
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の大学受験のための数学がメインになってい
て，数学の本質的な勉強ができる機会ってい
うのは，少ないと思います。幾何とか代数と
か解析とかっていっても，代数だと行列の計
算をさんざんさせられるとか，少なくともボ
クが受けた大学の数学の授業はそうだったか
ら，なんにもおもしろくなかった。でもぉ，
例えば，行列のマトリクスをコンピュータグ
ラフィクスにどのように応用できるのかと
か，折り紙を使って幾何と解析の勉強ができ
るとか，身近にあるものと合わせて数学の勉
強ができる，あるいは学ばせてくれるという
ような先生がいるんだったらいいなと思うん
です。英語も高校のときの授業の内容の延長
のようなのになってるのと同じように，高校
のときの数学の延長のようになってしまうと
ね，まったく違った数学というような感覚は
少なくとも大学では受けなかったのでね。小
西先生は数学は受けましたか?

こ）　受けましたね。でも全然わからなかった。
さ）　あ，難しすぎたん?
こ）　難しかったですね。文系向け，とシラバ
スにあったのですが全然わかんなかったか
ら，自分でいろいろ調べて，数学と占星術と
日本の和算についてレポート書いたら通りま
した（笑）。でも，それは勝手にやっただけ
なので ...。

さ）　放送大学なんかがやってる数学は，もちろ
ん微積とか線形代数の入門もあって，専門基
礎的な内容の科目もあるけれど，例えば今出
てきた和算とか数を数えるということとか ...。

こ）　算術ってやつですね。
さ）　...そうそう，算術。それからグラフ理論
とか，集合論とか，基本的な数学の概念って
たくさんあると思うんですけど，そういうこ
とをざっくり教えてくれたら数学的なものの
見方とか数学的な概念の使い方とか知れて嬉
しいのに，なんかものすごく細かな証明と
か，細かな計算式の展開とかね（7），そんなん

やらされてもボクらにとってはほとんど意味
はなくってね。

ブ）　アメリカの場合は，科学の道を歩んでる
人には難しい数学が課されますが，でも，リ
ベラルアーツや人文のようなコースを取って
いる学生は，数学自体について考えるような
のとか，統計を理解するようなこととか，一
般の人が理解できる，そして利用するような
人たちのための数学のコースが多いです。娘
が取った数学のコースだと，応用統計です。

こ）　ちなみにさっきでてきたコアカリキュラ
ムについては，Frontiers of scienceとなって
いて，科学と天文学の先生が担当していて，
科学的な思考とか最新の科学の動向みたいな
のをやってる感じですね。

さ）　だから，それこそ，『日経サイエンス』な
んかは『Scientific American』の日本語訳だ
から，こういう一般誌のレベルにあるような
科学誌なんかを題材にして大学の授業をやっ
てくれればいいのに，専門書に書かれている
ようなことを教養教育でいくらやってもね。

ブ）　あまり意味はないですよね。
こ）　『Scientific American』のような記事を 7割

8割理解して，それについてディスカッショ
ンするというようなのについていけるくらい
の知識を得るほうがいいのかもしれない。

さ）　それが，さっきブローダウェイ先生が
おっしゃったような世界のみんなが知ってて
いいよねっていうようなレベルの共通語とし
ての教養のことなんでしょうね。

ブ）　それで自分の意見を言っていけるような
スキルを身につけてっていうことになりま
すね。

さ）　まぁわれわれのような教養教育の立場に
いると，わりとみんなでざっくりとというよ
うな話ができますが，学部の先生方だとまた
違った細かなところへの目の向き方というの
もあるでしょうね。ただね，前にもどこかで
お話ししましたが，もし，ボクが，心理学の
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プロパーとして心理学科のようなところに
1年目から着任していたとしたら，ボクも
こんなにはいろいろと多様にあるいは総合的
に考えようというふうにはなってなかったか
もしれません。その学部や学科に特化した専
門領域，特にボクの場合だったら認知科学と
か認知心理学とかあるいはもともと大学院で
やってた生理心理学とか，さらにその扱う
テーマも記憶とか学習とか，あるいは脳のあ
る特定の部位の機能とかっていうふうなすご
く狭い範囲のところをずっとやっているかも
しれません。しかも，いつも言ってるよう
な，そうした専門分野「で」教えるなんて
いう応用的な教え方（8）にはならず，単にそれ
ら「を」教えるだけっていうようになってた
かもしれません。そのくらいにまで細かく落
とし込んでしまっているかもです。もしかし
たらブラックホールのようなところに落ち込
んでしまっていたかもしれません。そういう
状態に今の大学の人たちはなっている可能性
はあるんじゃないかとも思います。よく言わ
れる蛸壺化ですね。基礎ゼミなんかのいろん
なことをいま教養教育部でも検討しているの
は，こういった状況を少しでも幅広く，ある
いは多様にできたらいいなと思ってやってる
わけです。

ブ）　大学のポリシーとしては，どのような人
材をつくりたいか，ですね。建学の精神にも
ありますよね。

こ）　「誠実にして社会に役立つ人間の育成」（9），
ですね。でもコレがまた解釈が難しいです。
僕はこの「社会に役立つ」という部分を最大
限拡大解釈したいところです。この大学はも
ともとは珠算簿記学校からスタートしたので，
本当にビジネスに必要なスキルを教えるって
いうことが最初の最初にはあったと思うんで
す。それをわれわれがどこまで広げていける
のかっていうことだと思うので，逆に教養の
側から実はビジネススキル以上に重要である

ことを提案していくべきだという立場なのか
もしれませんが，どうでしょうか，部長?（10）

さ）　（笑）それはもちろんそう思います。それ
は堅持していきたいところです。さっきブ
ローダウェイ先生がおっしゃった人間として
の共通の知識というか教養というかそうい
うのを持ち合わせて社会に出て行かないと，
「社会で役立つ」というふうにはならないん
じゃないかと思います。「役立つ」というの
は，自分が社会に使ってもらうんじゃなくっ
て，社会の中で自分から発信したり表現した
り創造したりできるっていうことじゃないか
と思います。さらに言えば，社会から表現さ
れたことを受けとめて咀嚼できなくてはいけ
ないわけですからね。そのためにはそのため
の教養が必要で，ボクに言わせると教養と言
うよりも「教養力」というチカラだと思うん
ですよ。だから，教養を身につけるチカラも
そうだし，教養を知るチカラもそうだし，教
養で考えるチカラもそうだけど，そういうの
を合わせて「教養力」と呼びたいとボクは
思ってます。

ブ）　そして，教養の中で発見するチカラも必
要ですね。自分の世界の中で知らないことに
直面して，こういうこともあるんだ，という
ようなチャンスをみんなに与えたいですね。
私も大学でいろんな分野を勉強しました。
もともとは数学だったんですよ。で，英語の
コースを取ってシェークスピアを発見しまし
た。これはすごいなぁとね。だんだんと興味
を持っていって，まったく知らないことを発
見したと思いました。

さ）　むかし，ボクが小学校か中学校の頃に，
NHK教育テレビで月一くらいか半年に一回く
らいのペースで「シェークスピア劇場」（11）（12）っ
ていうのをやってたんですよ。イギリスの
BBCがつくったのに翻訳を当ててね。一本当
たり 3時間くらいの長いドラマでね。スタジ
オでの撮影か何かだったと思いますが，すご
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くイギリスの風景とか雰囲気とか文化的な感
じなんかがリアルに感じられてね。もちろん，
英語は聞き取れないからボクはずぅーっと字
幕を追ってるわけですけどね（笑）。

全）　（笑）
さ）　あぁそうかこれがかの有名な「to be or 

not to be」かとかね（笑）。まぁあぁいうの，
もう一回やってくれないかなって思ってるん
ですけどね。もちろん，シェークスピアを
本で読んだことは一度もないんですけどね
（笑）。久しぶりに思い出しましたっ!

こ）　そういうのは少なくともわれわれの世代
くらいまでは，人間として共通のというかあ
る種の共通語としての教養の一つとして捉え
られてきたと思います。なにか文学作品の，
何がどこにどう書いてあるというようなこと
までは理解できなくても，だいたいの背景と
かどういうストーリーかというようなこと
は，知らない人同士でこの話題が始まったと
きにはそこに参加できるかどうかというか，
そこになんというか役に就けるというか ...，
「役立つ」のことをずっと考えてたんですが，
いわゆる使役の意味での役立つというのが日
本語としてはありますよね。使う使われると
いう意味でね。つまり，ともすれば，役立つ
スキルというのは，いいように使われるだけ
のスキルかもしれない。つまり，労働者とし
て使役されやすいようなスキルという意味に
とどまるんじゃないかとね。そうではなく
て，どんなところでも自分の役割を見つける
ことができるような力が必要じゃないか。そ
のためには，さっきブローダウェイ先生が
おっしゃった共通語としての教養というのは
すごく重要な概念だと思います。それが教養
のチカラというのにつながっているのかなぁ
と思います。

さ）　「役」，の話は，短大に所属していたとき
に当時の副学長（13）が学生たちによく言って
おられましたね。「役」，つまり役割を社会の

中でもてるかどうか，そしてその役を毎日毎
日いろんな場所でいろんな役割として演じて
いるとね。それが演じられないようではダメ
で，演じられるような学びをこの短大の 2
年間でしようと言っておられましたね。
─ 中略 ─

4. 教養教育の方法論
4.1. ICTとソフトウェアの利活用
こ）　このあたりから方法論の話に入っていこ
うと思いますが，実際の現場でどういうよう
なことをやっていくかということについて，
先生方，コレはホントにいい方法だと思わ
れるようなのってありますか?これまでに導
入されてきたこととか，あるいは細かなテク
ニックのようなことでもいいんですが，言葉
を学ぶにしても教養を学ぶにしても，どうい
う効果を上げたのかというようなことについ
て，どうでしょうか?

ク）　まぁそうねぇ，私は speakingとwritingの
専門ですので，その中で，例えば，CMC，
つまり，Computer Mediated Communication
ということでVoice Thread（14）というのを
使っています。学生同士が会話を録音して，
IELTS（15）のインタビュアーとインタビュイー
とをして，その会話を録音したファイルから
成績をつけるということをしてます。これは
IELTSの準備のためのものですが，実際に話
すということを重要視してます。できるだけ
authentic Englishとauthentic activityをやって
ほしいですね。

さ）　これ，録音してやり合うのは何でやって
るんですか?

ク）　携帯です。
さ）　で，お互いが聞き合うの?
ク）　そうですね。
さ）　評価はどのようにするんですか?
ク）　IELTSの本番と同じようにして成績をつ
けます。
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さ）　学生たちがその音声を聞くっていうこと
はあるんですか?

ク）　あります。例えば，モチベーションのあ
る学生は他の人のを聞こうとします。みんな
の録音されたものは自由に聞くことができま
す。そのファイルは，Voice Threadに置かれ
ていて，いつでも聞くことができます。
（VoiceThreadのデモ）
これはパデュー大学で実際のオンライン
コースを教えてたときに，ここにスライドを
載せて，ディスカッションをさせるんです
ね。例えば，言語習得理論についてどう思
いますかといったようにして使ってました。
でも，その使い方だけだと基本部分だけで
ちょっともったいないので，他の使い方も考
えてるところです。

こ）　これは学生はどうやって自分の音声を
アップロードするんですか?

ク）　アプリをみんなのケータイにダウンロー
ドしてもらってインストールして使わせま
す。たぶん，このWebサイト（16）に直接いけ
ると思いますから，そのままブラウザからで
も使えると思います。でも，アプリケーショ
ンのほうが使いやすいと思います。

こ）　じゃぁ学生はみんなケータイを使って録
音したりファイルのアップロードをしたりす
るわけですね。

ク）　もちろんケータイじゃなくってパソコン
から録音して使ってもいいですね。情報演習
室も使えばいいですね。いろんな使い道があ
ります。

こ）　すばらしい。
ク）　ある先生から聞いたんですが，コンペが
したい人は他の学生のも聞いてるようです
が，レベルが達していない学生は聞かないよ
うです。でも，その機会を与えるためにこの
ようなやり方を取ってるわけです。もちろん
プライベートな返事もできるようになってい
ます。それは他の人があまり聞かないことに

なるので，使わないでくださいというふうに
は言ってます。

ブ）　シャイな学生にとってはこういうツール
はイイと思いますね。

ク）　そうですね。
ブ）　私の場合は教室で発表してもらいますが，
それはなぜかというと，音声だけじゃなくっ
て，ジェスチャーとか握手とかも全部含めて
見せてほしいからです。そして，教室でお互
いに話すということに慣れてほしいからで
す。でも，シャイな学生にとってみるとこっ
ちのほうが楽だと思いますね。私もすごい興
味がありますので，宿題として先に提出して
もらって，その後，教室で発表してもらっ
て，っていうふうにしますが，時間はかかり
ますね，人数が多いとね。

ク）　授業中のディスカッションは留学する学
生たちのためにも大切だと思ってます。第
1クォータ（ 1 Q）と 2 Qは IELTSのために
必死で勉強するようですが， 3 Qと 4 Qは
もっと留学っぽいこと，留学に備えたディス
カッションなどをやるほうがいいですね。

ブ）　私もクラッスン先生と同じように，ICT
を使って授業をサポートしてマネジメントし
たり，もっと難しいレベルの高い課題をでき
るようにしたいですね。準備したり予習した
りさせるには必要です。

ク）　Voice Threadよりも良いツールもあるよ
うで，実際に使ったこともあるんですが，最
近はアップデートされてなくて，ちょっと使
いづらいというものもあります。

ブ）　Moodleだったらこういうのも入ってま
すね。

さ）　クラッスン先生もMoodleは使ったことあ
るんですか?

ク）　あります。少しだけの期間でしたが，簡
単でしたね。

ブ）　でも，Voice Threadほどには使いやすく
はないかもしれませんね。アップロードとか
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簡単なんですか?
ク）　学生たちには使いやすいと思います。
ブ）　先生側からは，一つ一つ見て，あるいは
聞いて，また一つ一つ成績を別のファイルに
つけていかなくちゃなんないですね。

ク）　dotCampus（17）はこの問題も抱えてますが，
前に使ったレッスンをコピペするのが難しい
ということもあります。

ブ）　あぁそうか。
さ）　これは何人のクラスですか?
ク）　このサイトは100人程度までは使えます
が，実際今のクラスは20人程度ですね。

さ）　20人程度ならこのサイトで使えそうです
が，40人くらいになるとちょっとたいへん
じゃないですか?

ク）　いえ，わりとできますよ。成績つける時
間が増えるだけ，という感じです。

さ）　そか，単に量というか数が増えるだけで，
採点上，操作上の質的な問題が増えるという
わけではないんですね。

ブ）　違うソフトを使って成績つけることになる
という点だけがマネジメントの難しさにつな
がります。なぜなら，成績をつけるときに間
違えやすくなる可能性が高くなるからです。

4.2. クラスサイズと受講生の同定
さ）　いや，さっき人数のことを聞いたのはね，

20人程度なら，学生たちのことをたいがい
は一対一で覚えているからいいんですが，40
人以上になると同定するのがちょっと難しく
なるでしょ?

ク）　そうそう，だから，録音を始める前には
必ず名前を言ってから始めるように指示して
います。

さ）　うん，そこのルールをね，キチンとさせ
るのがたいへんなんですよね。100人以上の
授業なんかでもね，ほんとは全員特定したい
んですよ。昔はできたんですが，最近は老化
でしょうか（笑），なかなか覚えにくくなっ
てきてるので，不安な感じになることがあり

ます。前の大学にいたときはね，その学科の
一学年が100人程度だったから，しかも専門
基礎科目の担当が多くてその100人が自分の
担当授業を何度も受けに来ることが多いの
で，ずっと同じメンバを見てることになっ
て，わりと人数が多くても覚えられるんです
よね。でも，教養の科目だと入れ替わり立ち
替わり学年も違えば人数も違えばいろいろ変
数になる部分が多くて，全員を覚えるという
のはなかなか至難の業という気がしてます。
まぁ，それでも，授業の最後のほうになると
レポートとか課題提出とかのクセが見えてき
て覚えられるようにはなっていきますけど
ね。まぁ，そのあたりが今自分にとっては一
番苦しいところですね。

ブ）　これね，教務課さんにお願いでもあるん
ですが，dotCampusのコースメンバに写真を
貼り付けてくれるようにしてもらえるといい
んですよね。それと，氏名も漢字だけでなく
ひらがなかカタカナの振り仮名とローマ字表
記とを併記してもらえるといいんですけど
ね。たとえ日本人の教員であっても漢字だけ
だと発音しにくいのもあったりするでしょ。

こ）　特に石川県は珍しい名字がたくさんある
ので，読めないのがわりとあったりしますね。

さ）　実はね，振り仮名の問題やローマ字の問
題はすでに提案済みなんですけど，却下され
ちゃったという経緯があります。まぁ，で
も，もう一度再提案してみましょうかね。名
簿順もね，ローマ字にするとアルファベット
順になるので，小中高までのアイウエオ順に
慣れてるとbとかdから始まるような「ば」
とか「ど」というようなのだと学籍番号が若
くなるということもあっておもしろいです。

ブ）　金沢学院大学ではMoodleでの表記はロー
マ字を使っていましたね。全部大文字のラス
トネームと頭文字のファーストネームという
ようにして，氏と名がわかるようになってま
した。
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さ）　うん，ボクもその表記がイイと思いま
す。「情報リテラシー」もそのようにActive! 
Mail（18）の送信元の名前はプロフィールとして
書くように指示しています。もっと先生たち
が要望を出されるとイイと思うんですけどね。
まぁ，教養教育部からは出していきましょ
う。ちなみに，短大の場合は，ある若手事務
職員が学生支援課におられたときにね，入
学式が終わったら写真付きのExcelファイル
を教員に一覧してくれて，まぁこれは教員は
CampusPlan（19）から個別に見ることもできる
わけですが，一覧というのが実はとても重要
で，先生方はとても助かっているということ
が実際にあります。今後は情報戦略室（20）が本
学にもやっとできたので，学生に関する情報
の整理とともにお願いしようとは思ってます。

こ）　こういうのって，その類いの情報の一覧
がいかに使えるものであるかということにつ
いて，その機微を理解できていない人が多い
ということなんでしょうかね。

さ）　学生証もね，いまはふりがなすらないで
しょ。アレも提案したんですが，ダメでした
からね。さっきの話と合わせて，今年度提案
することにしましょうね。

4.3. 授業でのコミュニケーションと静けさ
こ）　方法論のところでお聞きしたかったこと
の一つとして，シャイな学生にどのように対
応するかということです。長くお住みになっ
ているブローダウェイ先生がここの誰よりも
金沢の人たちの性格に詳しいと思うので。僕
と佐々木先生がよく話すのは，僕らは関西出
身なので，関西の学生と金沢の学生はほんと
に性格が違うように感じるんですが，授業の
中でどのようなコミュニケーションをすると
いいのかという点について，傾向とか対応の
仕方とかっていうのをお聞かせいただければ
と思います。

ブ）　難しい問題ですね。私が研究プロジェク
トの一環としてMoodleのフォーラムを使っ

て，アバターとニックネームで表現させて，
学生自身の個別の情報は隠しながらディス
カッションに入ってもらうというようなこと
をやったことがあります。

こ）　なるほど，匿名のアバターでコミュニ
ケーションができるという環境ですね。

ブ）　そうそう，それで授業でそれらを見せて，
いろんなコメントをしたり，ディスカッショ
ンをしたりというようにしました。匿名にす
るか名前を出すかについては選択できるよう
にして，もっと深く会話したりディスカッ
ションしたりしたいなら名前は重要ですよと
いうようなことも言います。そうすると学生
たちもゆっくり考える時間ができるし，自分
のアイデンティティも出すかどうかを決める
こともできるし，まぁ，成果は正しく測れた
かどうかわかりませんが，やり方としては一
つの方法だと思っています。いずれにしても
自分から教室で発言するという人が非常に少
ないのは確かですね。

さ）　福井でもそうでしたか?
ク）　福井では大学では教えてませんが，田舎
の子たちだと発言しやすいタイプの子どもも
いるのでね。関西にいたときには関西外国語
大学でしたが，小西先生や佐々木先生と同じ
感覚はありますね。発言もしやすい感じの学
生が多いように思います。

こ）　学生のほうからツッ込んでくるというこ
ともありますからね。

ク）　引き出すのはこっちだととてもつらいで
すね。だから，Voice Threadも無理からさせ
るしぃ，グループ毎に一人を代表として意見
を出させたり，直接指名するとかね，まぁ，
発言を待つというのはちょっとやめました
（笑）。

さ）　関西だとそれはスムーズでしたか?
ク）　うん，もうちょっとスムーズです。その
当時は学生として受講してたわけですが，そ
う感じました。
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ブ）　前にちょっとやってみたのは，心理学の
先生と共同でフレッシュマンセミナーのとき
に，トレーニングのような活動をやってまし
た。それは，説明する側の学生が自分の顔を
見せずに隠して説明する場面でやってみる
と，顔を見ないでその説明を理解するという
のは，顔を見ながら聞くときと比べてどのく
らい難しいかということを経験させました。
もう一つやったのは，説明する側の学生に対
して聞く側がフィードバックをまったくせず
に，かつ顔の表情も変えないようにして聞く
ことにすると，説明者はどれほど説明しにく
いかという経験もさせてみました。そういう
環境についての理解をさせる活動でした。そ
ういった心理学的なトレーニングを 1年生
に直接的に教えることがいいなと思います。
ほんとに学生たちはわかってないみたいで，
先生たちが理解しているかどうかの判断をす
るのがどんなに難しいかということですね。
知識が無いからなのか恥ずかしいからなのか
どれかわかんないからね。

さ）　聞こえてないからかもーとかもね。
ブ）　反応がないからね ...。
こ）　そうなんですよ，ほんとに ...。
さ）　関西だけなく九州方面なんかから来られ
た先生たちもね，まぁ概して西の方から来た
先生たちはね，たいがい，そういうふうに
おっしゃる先生が多いように思います。何か
しらの反応でもあればいいんですけどね。

全）　（笑）
ク）　世の中で暮らすということについての知
識というか常識としての態度がないというの
は問題だなって思います。

ブ）　まぁ外国語の教育ということにとっては
非常に難しい問題ですね。だから，心理学の
先生と一緒に直接的にわからせるということ
をやったのは良かったかなと思います。

ク）　たまにはね，日本語で自分の意見をクラ
スの中で言ってみてくださいというように

も言いますが，それでも発言しないですか
らね。

こ）　そう思います。僕の印象でも，英語だか
ら発言しないということではなくて，日本語
ですら発言しないという傾向がどうしてもあ
る。例えば，留学してきた学生は，向こうの
授業を受けて帰ってくると，何も発言しない
ということはまったくダメだということに気
づくんですが，そこで初めて必要に迫られる
というか，やらないとそこではやっていけな
いという認識に至るんだけど，なぜか日本の
大学では，大学に限らないと思うけれど，何
かを言うという必要性を感じていないという
か。そこまで追い詰められてないのかもしれ
ない。文化人類学者としては文化的な背景の
ようなものを考えてしまうんだけど ...。

4.4 チャネルを変えて発言の機会をつくる  
─ 言語はダンス ─

さ）　一方でね，一対一でしゃべるとか，書か
せたりするとね，すごくしゃべったり書いた
りするんですよ。

ブ）　うん，そうそう。
さ）　だからね，メディアというかチャネルを
ボクらが変えてあげるというか設定してあげ
たほうが引き出しやすくなるのかなぁ，って
思ったりします。だから，そういう操作をわ
れわれがしてあげなくちゃなんないのかもし
れない。

こ）　それはとても重要な視点ですね。
ブ）　今も考えてるんですが，ビデオを作成し
て，私が期待している態度と声とをビデオで
見せて，どのような授業を私が期待している
のかを見せるということを最初の授業でやろ
うかと思います。もしかすると，そういうよ
うなイメージが学生たちにそもそも無いかも
しれないんですよね。これがほんとの授業な
んですよ，っていうことを学生たちは見てな
いからね。

ク）　時間もかかるでしょうけどね。
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ブ）　うん，だから，教員みんなでそういうよ
うなビデオを作成して，外国語を学ぶにはこ
ういうようなことが必要ですよということを
見せれば，役に立つのかもしれません。

こ）　さっき佐々木先生もおっしゃった「役割
を演じる」というのに関連して，外国語を話
すということの何％かは，演技できるかって
いうことだと思うんです。自分のことばとは
まったく違うリズムで話すから，身振りなど
カラダも含めて動かせるかということにか
かってるので，彼らを素の状態というかまっ
たく演技じゃない状態からアクター，アクト
レスとしての土俵に上げてやる必要があると
思うんです。

ブ）　それは今の私の教育のメインですよ。
ディスカッションというのではなくて，台詞
を覚えて，イントネーションとリズムを覚え
て，ジェスチャーも覚えて，そして教室で演
技する。そして，チャレンジとしてはその演
技を延長させる。つまり，自分で最後に何か
付け加えてくださいというふうにです。ただ，
まぁ，自由度があまりないし，覚えるだけの
ところにとどまっているので，まだまだです。

さ）　でも，それでもいいと思いますよ。さっ
きのシェークスピアの話じゃないけれども，
劇作でもいいしオリジナルの台詞でもいいけ
ど，たぶん，まったく学生たち自身のことば
だけで自分のことを話すというのは日本語で
も難しいということなんだから，なにか既定
のものがあって，そのシナリオを覚えて，そ
れをどのように表現するかということだけで
もできたら，○ですよ !

ブ）　うん，それはうまくいきますね。
さ）　役を与えるとね。ほら，いつだったかの
ランチのときでしたかね，二人で話している
ときにブローダウェイ先生が「言語はダン
ス」だっておっしゃったことあったじゃない
ですか。アレすごくいい話だと思ったんで
す。それに，その役をいかに演じられるかと

か，そういう役って，日本人だからとかアメ
リカ人だからというようなのとは関係なく，
なりやすいですよね。

ブ）　そうそう，近い人になればいいわけです。
さ）　たしかにディスカッションさせるってい
うのもいいかもしれないけれども，役割を与
えて演じさせるというのがね，その意味でも
プレイがいいんじゃないかな。

こ）　うん，そう，それおもしろいとこです
よね。

さ）　クラッスン先生もいまのような感じでや
らせてみたらどう?例えばさっきので言えば，
掛け合い漫才みたいなのをやらせてみると
かは?

ク）　あぁ，まぁ，役割を与えてやるっていう
のはたまにやってます。ちょっとこの文脈と
はちがいますが，辞書で調べる役割の人，発
表する人，サポートする人，書記をする人と
いうようなのでやることはあります。

さ）　うん，その授業中での役割の与え方もイ
イですね。

ク）　IELTSではそういうのもできますね。
ブ）　ドラマは方法としてワルくないと思いま
すね。とくに金沢の学生たちにはね（笑）。

さ）　なんかちょっとした舞台をやらせるとか
もイイかもです。

ブ）　うん，そうそう。
さ）　短大のウチのゼミでね，舞台やってるの
がいてね，市民の団体に入ってやってるんで
すよ。まぁその学生だけがね，発言も内容も
断トツですね。

ブ）　慣れてるからですかね，人前でっていう
のに。

さ）　うん，慣れてますね。人の前でもどんど
んしゃべれる。でね，その学生が最近言うん
ですよ，「先生，アタシだけがしゃべってて
いいのかな」，ってね（笑）。実は，昨年度の
ゼミ生でもその前の年のゼミ生でも，一番よ
く発言してくれる学生はね，同じことを言う
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んですよ（笑）。
全）　（笑）
さ）　で，そうなっちゃって，逆に最近発言が
少ないときがあるんですよね。みんなに発言
してもらわなくってもイイのかなぁってね。
いいよいいよ，って言うんですけどね。まぁ，
舞台やってる子でさえそんなふうに周りを見
合って思ってしまうくらいだからね。

ブ）　身体の動きがないような，つまりずっと
座って授業はやるわけなので，日頃の舞台で
の身体の動きのある表現とは違って，ってい
うのもあるのかもしれませんね。

さ）　そうか，んじゃぁみんな立たせて授業
やってみようか。

こ）　うん，たしかに，そういう工夫は必要な
のかもしれませんね。

さ）　ボクらもこうやって今日は対談という形
式なので座ってテーブルを囲んでやってます
が，廊下なんかで立ちっぱなしでしゃべり始
めて 1時間も 2時間もっていうことはよく
あることですもんね。

こ）　チベットのお寺では，教義を身につける
ために問答（英語ではMonastic Debateと呼
ばれる）を行います（21）。これは，答える人が
座っていて，問いかける側が立って行うんで
すが，問いかけるとき，命題を示すときにパ
ンって手を叩いてからやるんですね（図 3）。

ブ）　どうやるの?
ク）　私にやってみて !
こ）　（実演中）

...こんなふうに全身を使って議論をすると
いうやり方ですね。

ブ）　身体を使うんですね。
こ）　はい，これがほんとに楽しそうなんです
よ。ただ，僕はまだその内容を十分に理解し
切れてないのでもどかしいんだけど，彼らは
ほんとに楽しそうにディスカッションするん
ですよ。

ブ）　私の授業では，発言してもらうときは
立ってもらうんですが，それも信号ですね。
舞台の彼女とも同じで，立ってるだけでそ
れが信号となって態度が変わるわけなんで
すよ。

こ）　（写真を見せながら具体的な説明中）
...これはすごく哲学的な議論をしているの
で，特別な訓練を受けないとこれのベースに
なっている論理学は理解できないんです。こ
れはまさにアクティブラーニングというかア
クティブディスカッションですね。

ブ）　アクティブラーニングって言うけれど，
身体を使ってるわけではないんですよね。

こ）　これね，ほんとに踊ってるみたいに見え
るんです。

ブ）　ほんとにダンスですね。

図 3 a　 問答の様子（2006年11月，中国，四川省松
潘県。小西賢吾撮影）

図 3 b　 問答の様子（2013年 2月，インド，ヒマー
チャルプラデーシュ州。小西賢吾撮影）
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こ）　ダンスしながら議論するという感じです。
ブ）　おもしろいー。
ク）　 1限目には有効ですね !
全）　（笑）
さ）　ほんとにそれ，第 2クォータの「心理
学」， 1限目来ていきなり突っ伏して寝てる
のが何人もいたのを発見したとき，ガックリ
きましたよ ...。

5. スイッチを入れる，再び ...
ブ）　ここまで私たちが経験したように，自分
の世界や日常にないことを発見したわけで
しょう。パンって手を叩いてから発言するっ
ていうのはね（笑）。こういうのも学生たち
に経験させてあげたいですね。

さ）　だからね，教室の中でどれだけ冒険させ
ることができるかっていうことを前の対談で
も話したんだけれど，ボクらやっぱり少しで
も実験してみるとか，つまり試みてみるとい
うか，そういうふうにやっていかないと，彼
らにも発見が無いだけでなくボクらにも発見
が無いということになるからね。そういう意
味でも授業の中で，教室の中でいろんな冒険
ができるといいなぁと思いますね。...そうか，
立って話すというのはお互いにとっての信号
になるということなんですね。

ブ）　座ったままでやりたい学生もいるでしょ
うけれども，それだとスイッチすることがで
きないのでね。

さ）　そうや，スイッチや，ね，小西先生 !
こ）　うん，そうですね。
ブ）　安全な領域 ...。
こ）　安全な領域にとどまっていたいというね。
さ）　Comfortable zone（22）やね。
こ）　そう，それでアドベンチャーをどんなふ
うに作れるかっていう話をしたんですよ。

さ）　その快適ゾーンをちょっとストレッチす
るように，ちょっと立ってみるとかちょっと
大きな声を出してみるとかちょっとジェス

チャーをつけてみるとかね。
ブ）　特にジェスチャーは大事ですね。握手な
んかもしたくないようなんですよね。

こ）　うーん，そうですね。英語の授業だった
らまだやりやすいところがあると思います
が，静かに座って授業を受けるということが
comfortableだと思っていることを，どうい
うふうにしていけばいいのか。

ブ）　外国人の先生からするとね，先生が期待
している態度とかスタイルとかが難しいです
ね。日本語でならまだできるのかもしれませ
んが，そういうのを実際にわかってくれるか
どうかがね。

さ）　だからさっきおっしゃったようなビデオ
を作ってこんな態度ですよこんな授業です
よっていうのを知らせるということが必要な
んですね。

ブ）　はい，そういうのを期待してます。
こ）　こういうことは日本語の授業でも考えな
いといけないと思いますね。高校と大学との
つながりということも考えながら，ある種の
授業では先生の言うことを静かに聞いて書き
取るというのが授業の理想的な態度だと思っ
てやってきてる学生は少なからずいるので，
それに関して 1年次の最初の頃にそうでは
ないということを言葉ではなくて実践で示し
てやる必要があるのかもしれません（23）。

さ）　だから，たぶん， 1年生の基礎ゼミなん
かで先生たちが入れ替わり立ち替わり違う様
式の授業をするっていうのは重要だと思うん
ですよね。今の小西先生のお話とつなげて考
えると，学生が生徒だったときに typicalな
態度というのがありますよね。でもそれだと
大学ではほとんど勉強できないんですよ，学
べないんですよっていうことを知らせるだけ
でいいんじゃないかってね。つまり，あーし
なさいこーしなさいって一々言うんじゃな
くって，コレじゃぁダメなんですよっていう
ことだけを伝えればいいんじゃないかって思
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うんです。そういうデザインが必要なんじゃ
ないでしょうか。

ク）　そーですね。
さ）　それが翻って自由に学ばせるっていうこ
とになるんじゃないかと思うんです。

ブ）　それを大学全体でできるといいんです
よね。

さ）　先生たちがそういう意識を持って 1年生
の最初にみんなで伝えることにすればイイと
思うんですよ。

ク）　言ってますよ !
全）　（笑）
ブ）　言ってますけど，単位がもらえればそれ
でイイっていう風なのもいますからね。

ク）　 2学期は発言できるようになるはずです
けどね。

こ）　人文学部はね，みんなね，留学から帰っ
た直後が一番いいですね。

ク）　そうですね。
さ）　だんだんもとに戻っていってしまいま
すか?

こ）　そこから動き続ける子とそうでない子と
に分かれるので ...。

ク）　発言のプレッシャーがないと元に戻って
しまう。

こ）　まあそれは学生に限らず人間誰しもそう
かもしれませんが ...。

ブ）　人文学部は特別な文化を守らないといけ
ないですね。グローバルな文化も前の文化で
埋もれてしまう。

さ）　あなたはだれ，あなたはどこの人ってな
るかな。ダンスってね，ほら，中学で必修に
なったけど，あれどんな意味があるんやろ
かって思ってたけど，ブローダウェイ先生の
「言語はダンス」だっていうのを聞いてから，
ほんとに意味あることかもなぁって思い始め
ましたよ。表現しても言葉にしても，聞くっ
ていうことであっても頭の中で思考をダンス
させなきゃなんないからね。

ブ）　社交ダンスね，思考ダンス（笑）。
さ）　そう，だから，いろんなダンスがあるな
と思ってね。おもしろいですよ，ダンスって
いう考え方ね。ダンスさせるにはどうしたら
いいかってね。

ク）　Danceとmonastic discussionと ...。
ブ）　すでにこの 4人は同じような気持ちにあ
ると思うんですが，あとはどこまでできる
か，チカラがあるか，ですね，作戦を立てな
いとね。

ク）　ちょっとだけ，ちょっとずつでも進めば
満足です。

─ 中略 ─

6. ローカル最適化からの脱出
さ）　こういうね，スイッチの入れ方とか，出
力のさせ方とか，いわば発言に関する消極性
に対してどのようにしていけばイイかってい
う話になるとね，ここでね，この対談シリー
ズではいつも「中略」にしているところが毎
回生じるんです。それはね，「カナザワノヒ
ト談義」と二人で呼んでいる話になるんです
よね（24）。

ブ，ク）　あぁそうですか。
ブ）　私も金沢に長いけれど，いつも関西に行
くとビックリします（笑）。

さ）　電車の中とかでもいろいろ聞こえてきま
すもんね。

ブ）　うん，すごく話しやすい !
ク）　関西なぁ，また行きたいなぁ...。
こ）　そうなんですよ，ほんと不思議 ...。
さ）　そう，モールみたいな大規模店舗へ行っ
ても声がたくさん聞こえてくるんですよね。
でもこっちだとアウトレットモールとかへ
行ってもちっとも聞こえてこなくて静かな感
じがしませんか?

ク）　うん，そうですね，静かですね。
さ）　聞こえてくるのは店員さんの声と背景の
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音楽くらいでね。
ク）　こっちの人たちは話さない，かな ...。
こ）　ただ，必要以上に話さないとか自分の意
見を表明しないというようなことが，ここの
社会で生きていくためには有利だということ
を大人たちが判断している可能性があって，
そうなると，積極的に話しなさい，意見を言
いなさいっていうような教育をするのは ...。

ブ）　いけない ...!（笑）
全）　（笑）
さ）　ボクらいけないことを教えてるんじゃな
いかってね（笑）。

こ）　みんなで様子を見合うんだってね。
さ）　しゃべらないほうがいいぞってね。
ク）　Keep your head down!!
こ）　やっかいなことからは逃げたほうがイイ
とかね。

ブ）　ほんとそうですね。
さ）　そこのギャップがね，まぁ，人文学部の
子たちは，留学して帰ってくるとやっとボク
らの目から見てふつうに見える人間に成って
帰ってくるように感じるけれどね。短大の子
たちでもおしゃべりするっていうことをほと
んどしない学生も多いのでね。

こ）　そうなんですよね。
さ）　あのー，よくほら，金沢の大学だと「金
沢学」というような名前の科目があったりす
るでしょ。ボクね，あれね，逆で，「非金沢
学」っていうのがね ...笑

全）　（大笑）
さ）　そう，つくれるとね，いいなと思うん
です。

ク）　どこでもいけるね !
こ）　わざわざ金沢学をやらなくても，自然と
身についていくんですよね。だから，よく学
生に言うんですが，この大学の学生の 9割
は北陸出身で，もしかしたら一生北陸から出
ない場合もあるわけですよ。例えば，ここで
就職して，ここで家族を作るとするとね。だ

からこそ大学生のうちくらいは外からの強い
刺激が無いといけないなと思うんです。これ
はすべての学部に共通すると思います。もち
ろん地域に貢献する人材を育てることも大切
ですが，そこから飛び出すこともどこかで経
験させたいということはありますね。よそ者
の勝手な考えかもしれないけれど。この大学
は北陸でふつうに暮らす中で，地域を支える
卒業生をマジョリティとして送り出す役割を
担っている面があります。ただ，個別の授業
の中でどこまでローカリティにおもねるかど
うかは別問題かもしれません。

さ）　「ふつう」，ってなんでしょうかというこ
とになるかもしれませんけどね。─中略─　
学生も同じでね，金沢の子たち，北陸の子た
ち，というのではなくて，日本の子たち，世
界の子たち，というふうになっていって欲し
いと思うんですよね（25）。

こ）　ローカリティからの脱出ですね。
さ）　そうそう，だからね，グローバルになる
というよりも，ローカルでなくなるというふ
うに考えるほうがイイかもしれません。「非
金沢」学的な考え方と言うのはそういうこと
かもしれません。

ブ）　そうですね，それで十分かもしれません
ね，「非金沢」学ね。

さ）　そういうのがね，「教養力」，かもしれま
せん。
いつもね，このローカルな話になったと

き，よく小西先生と二人で言ってるのは，「カ
ナザワノヒト」という新しい人たちがいるん
じゃないかってね（笑）。そのくらい関西か
ら来たボクらにとっては違う感覚というか，
そういうのが感じられる機会が多いですね。

ブ）　そんなに変わってる感じですか。
こ）　ただ，もしかすると，実は最もプロトタ
イプの日本人，あるいは日本人的な感覚の人
たちということなのかもしれないなとも思い
始めてます。よく言うのはね，金沢に来る
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と，あ，日本に来てしまった，という感覚で
すね（笑）。

全）　（笑）
さ）　そうか，最も日本 !!
こ）　僕が育った環境，関西は日本ぽくなかっ
たのかもしれないなとね，あぁだからココっ
て日本かもしれないなってね。

ブ）　私もテキサス出身だから，アメリカの大
げさな感じのカウボウイ的な西部劇のような
ね，そういうアメリカらしいアメリカにいま
したから，よくわかります。...私もそこから
逃げたんです（笑）。

全）　（大笑）
さ）　そっか，みんなそうやって生きてきたと
いうか，ローカルから逃げてきたというか，
出てきたということなんですね。

ブ）　そうそう，グローバルなほうにね。総合
的な人間のほうにね。それ，忘れないでね !!
業績としてね，総合的な人間を育てる，どん
な学生を育てるかということでね。

こ）　僕もさっき言ったように学部の学位は学
士（総合人間学）ですからね。卒業式のとき
にみんなで冗談で，これで僕らも総合人間に
成りましたっ，とか言って喜んでたわけです
からね ...。今でも総合人間とは何かはわかり
ませんが（笑），総合的であれという態度は
どこか自分の研究や生き方にも影響している
と思います。

さ）　総合っていうのはね，これからの日本で
は必要になるのは当然で，スペシャルなこと
だけできればイイっていう社会ではなくなっ
てきてるからね。スペシャルな仕事ってね，
たぶん，AIに取り替えられてくと思うので
ね。総合な人ほど取り替えられにくいはずな
んですよ。なぜなら，プログラムしにくいか
ら，ですね。でも，スペシャルなことってい
うのはフレームに制約があってアルゴリズム
もある程度決まっていて，つまりは機械に取
り替えやすくなるわけです。だから，バラつ

かせるっていうことが大切で，多様な価値観
をもっていていいし，考え方もいろいろあっ
ていいし，知識だってマルチなdisciplineに
渡っていてもいいし，それは明らかだろうと
思うんですよ。感情とか感性とかであっても
ね，いろんな面があるっていうのが人間本来
だし，人間らしいってどういうことかってこ
とですね。

ク）　そうそう，知識を「結ぶ」ということが
大事ですね。

さ）　そう，関係づけるということですね。
こ）　知識のネットワークを作ってうまく関係づ
けられるかどうかが大切ということですね。

さ）　そう，だから，ブローダウェイ先生が
おっしゃった地理っていうのが大事ってボク
も思うのは，空間的な関係づけをいろんな知
識との間で行うということだし，未来という
ことばが出てきたように，時間的な中で自分
をどのように位置づけるかということ，それ
から，いまある知識といまある知識とをどの
ように関係づけるかということ，ですね。そ
ういうことが総合的な人間，あるいは「教養
力」のある人間の始まりであるんじゃないか
と思うんですよね。
ただ，その総合性というのはね，AIのよ
うに自ら学ぶような機械にとっては，実はそ
れも得意分野になり得る可能性がおおいに
あって，最適解ではないけれどもおおよそ良
い解を提示してくれる，分析してくれるとい
うことはできるようになってきてますから，
その点での総合性というのは人間も負けにな
る可能性は当然あります。でも，それらから
でてきた知識をさらにどのように使うか，ど
のようにつなげるか，結ぶか，意味づけるか
というのは，まさに人間の生きる活動本来と
いうことになっていくのでしょうね。

7. おわりに
教育には，学生をある程度縛って方向づける
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側面と，学生を縛っているものから解き放つ側
面とがある。前者は，「社会に役立つ」人材と
して送り出すために必要であり，学生の「社会
化」（26）のプロセスとしての側面である。その一
方で後者は，教養教育で重きのおかれる側面で
あり，単に「使役される」ことのない人間の育
成を目指していくプロセスとして重要だと考え
られる。ICTを活用した様々な教育ツールや身
体を使った学びは，そのための仕掛けとして位
置づけられる。大学教育においてはまた，大学
に入るまでに身につけた考え方や身体の使い方
を積極的にリセットし，これまで育ってきた
ローカルな文脈から解放される段階がある。よ
り広いグローバルな価値観に触れるために不可
欠な段階としてである。学生はこうした過程を
経て，グローバルとローカルとを往復したり，
新たなローカルに出会ったりしながら，自分の
価値観と居場所や役割を見いだしていくことが
求められる。そうしたことへのサポートが教養
教育の役割の一つであり，多様な文化的背景や
専門分野を持った教員たちだからこそできるこ
とでもあり，ひいては現代の大学教員のあり方
の重要な特性を示していると言える。
本対談の中では，教養のもつ二つの特徴的な
方向性も示された。一つは，共通語としての教
養のはたらきであり，学生として多様な他者と
対話し協働する際に必要な知識や技法，そして

考え方の集合体である。もう一つは，対話と協
働の場において学生が自らの役割を見いだして
いく力そのものである。こうした教養に関わる
機能は，この対談で「教養力」として示された
力である。それぞれの学問分野の考え方と知見
だけでなく，日常とも関連づけ，多様な情報を
受け止めて解釈し，オリジナルな自らの考えへ
と総合性指向をもって練り上げていくような姿
勢と態度である。
今回の対談には，言語教育を通じて複数の文
化をまたいだ教育に携わっている二人のゲスト
を迎えて，リベラルアーツとの比較から日本
の教養教育を俯瞰し，相対化する試みも行っ
た。カリキュラムとして教養教育は「フルコー
ス」（27）であるのがよいか，「アラカルト」であ
るのがよいか。またそこに大学のphilosophyを
どのように盛り込んでいけばいいのか。さら
に，実際には様々な制約があるなかでのカリ
キュラム編成と運用において，学部の専門性と
教養教育との相互作用はどのようなありかたが
考えられるのか。教養教育に携わる教員と教養
教育と一体となって進行する専門教育に携わる
教員が，ともに「教養力」についての議論を重
ね，学生をどのような人間として育てていくの
かという意識を共有していくことこそが重要で
あり，今後も引き続き多様な議論を繰り広げて
いきたい。
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